
0は線形屈折率，n2は非線形屈折率，Iは光のパワ

ー密度を示す。

これに起因して，光ファイバ中で様々な非線形光学現象を生

ずる。光ファイバ中で生ずる非線形光学現象としては，自己位

相変調（SPM），相互位相変調（XPM），四光波混合（FWM），

ブリュアン散乱等があげられる。自己位相変調は，単独で位相

シフトを生ずる現象であり，相互位相変調は，波長の異なった

光が同時に同一方向に伝搬するとき生ずる位相のシフト現象で

ある。四光波混合は異なる2波長以上の信号が入力されたとき

ある規則をもってあらたな波長の光を生ずる現象である。自己

位相変調を利用してパルスの圧縮やソリトン伝送 祝
謜・L�¹ 2・f

概　要　光ファイバ中で生ずる非線形光学現象は，ノイズの発生や波形の歪みを起こして信号を劣

化させる原因となる。このため伝送路用ファイバにおいては，非線形現象をできるだけ小さお ℉ ∵

を開発した。このファイバは四光波混合を使用した波長変換におけるポンプ波長の依存性を緩和し，

変換帯域を広げる。更に，偏波保持高非線形ファイバ，小クラッド径とした高非線形ファイバを報告

する。
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